
市を応援したいという皆さんの気持ちを、ふるさと応援寄附金とし
て広く受け付けています。寄附を通じて、まちづくりに参加してみま
せんか。
寄附金の使いみち

ZOZOマリンスタジアムの充実、ひとり親家庭の子どものための教
育支援、動物公園サポーター制度など（28のメニューから選択）
2019年度寄附金額

約3億8,392万円（1,341件）

申込方法など詳しくは、 千葉市　ふるさと応援寄附金

問資金課 ☎245-5078 FAXFAX245-5535

ふるさと応援寄附金

新型コロナ医療・介護応援寄附金にご協力をお願いします

農業に意欲があり、新たに就農を希望す
る方を対象に、農政センターの専門職員の
指導により農業に必要な基礎知識や技術の
研修を行うとともに、農地の確保の支援も
行います。
研修期間　基礎研修＝来年1月～3月

場所農政センター
農家研修＝来年4月～2022年3月
場所市内農家
実地研修＝2022年4月～2023年3月
場所就農地

対　　象　次の要件を全て満たす方
•市内在住（見込み含む）の18～61歳の方
•研修修了後、すぐに市内で農業経営を開始する方
•農業後継者でなく、独立して就農する方
•市税の未納がない方　

定　　員　5人（選考により決定）
申込方法　10月30日㈮までに、申込書（農政課、農業経営支援

課、区役所地域振興課、千葉農業事務所、千葉みらい
農業協同組合市内各店で配布）を農業経営支援課へ直
接持参。

問農業経営支援課 ☎228-6273 FAXFAX228-3317

新規就農希望者研修

①下水道事業経営委員会委員
下水道事業の経営･計画を審議します。

問下水道経営課 ☎245-5405 FAXFAX245-5562
　Eメールkeiei.COM@city.chiba.lg.jp
②自転車等駐車対策協議会委員

自転車等の駐車対策などについて調査･審議します。
問自転車政策課 ☎245-5607 FAXFAX245-5591
　Eメールbicycle.COR@city.chiba.lg.jp
任　　　　期　10月1日㈭から2年間
開 催 予 定　�①年2回程度、②年1～3回程度　　　　　　　　　　

いずれも、平日の日中
応 募 資 格　①市内在住･在勤･在学の方
　　　　　　　②1年以上継続して市内在住･在勤･在学で18歳以上の

方
＊いずれも、市の議員･職員またはほかの附属機関の公
募委員の方は申し込めません。

募 集 人 数　①3人、②男女各1人
報　　　　酬　規定により支給
小論文テーマ　①「下水道について思うこと」（800字以内）
　　　　　　　②「放置自転車対策について」、「自転車を活用したま

ちづくりについて」のいずれか（800字以内）
応 募 方 法　�7月31日㈮必着。A4判用紙に必要事項のほか、委員会

名称、①は職業･経歴、②は性別･生年月日･応募理由を
明記し、小論文を添付して、〒260-8722千葉市役所

（問い合わせ各課）へ郵送または持参。FAX、Eメール
も可。

選 考 方 法　書類･面接により選考。結果は全員に通知。
詳しくは、ホームページ（附属機関名で検索）をご覧ください。

附属機関の委員を募集

新型コロナウイルス感染症の最前線で闘う
医療従事者や、重症化しやすいとされる高齢者・
障害者への支援を行う介護従事者などの活動を
支援するため、寄附金を受け付けています。

新型コロナウイルス感染症に対応している
市内の医療機関などを通じて、医療・介護従事者などを支援します。

ちばし絵葉書コレクション

大正時代の本町通り 郷土博物館蔵

　1910～30年代に発
行された絵葉書です。
　右側に見えるのは郵
便局（現若葉郵便局）。
現在の市民会館付近に
あった千葉駅から県庁
まで続く本町通りは、
当時のメインストリー
トでした。
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